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１．研究の目的
　 イ タ リ ア の レ ッ ジ ョ・ エ ミ リ ア に お け る
Documentation の手法やニュージーランドにおけ


































































































































































































































































































































































Y が「おせろがしたい。」と言った。保育者と 2 人でしているところへ、K が「ぼくもおせろし
たい。」とやって来る。「K ちゃん、オセロしたことある？」と尋ねると「あるよ。」と言った。
「それなら、Y くんと一緒にやってみたら？」と声をかけたことから Y vs K のオセロゲームが
始まった。4 回ほど進むと、Y が挟めない箇所にコマを置く。すると「あっ、そこはちがうね～。」
と言う K。しばらくたってから「K がおしえてあげようか？」と言い、Y に教える。今度は自分の
番になり、コマを返すことができ喜んでいた。しばらく進めていると、今度は Y が横 3 つのコマを
返し「ぼく、すごいでしょ！」と言った。「あ～っ、なかなかやるね～。」笑顔で言った K は、今













識しはじめた。K は、しばらくは 1 つ返せるところばかりを選んでいた。勝負にこだわるよりも Y と一緒に楽しん
でいるようで、年少児の姿や言葉を自分なりに受け止めてかかわっていることが会話からも伺える。「なかなかや
るね」と 3 つ返すことができた Y の姿を受け止めると共に、「すごいでしょ！」と言われたことから、できるだけ



























と K、H1 を発見。ピアノの近くに行って S（年中）がいるロッカーの近くを通るも、「どこかな～」
と言いながら歩き「A くんみつけた！」と A を発見。そしてその後、ようやく「みつけた！」と
H2、S（共に年中）を発見する。
Ｂ．5 領域から見た育ち










































言葉・・・・友達と一緒にカルタをしたいという気持ちを、「ねえ、だれか いっしょにかるたしよう!!」と 2 度も
必死に伝えることができた。
Ｃ．考 察
 普段は、自分がしたいことに黙々と取り組むことが多い H であるが、今日は友達と一緒にするカルタに珍しく興
味を持った。保育者を誘ったところまでは良かったが、読み手を頼んだ後、自分しか取る人がいないことに気付い
た。黙っている間に、きっと H なりに声をかけようかどうしようかという気持ちの葛藤があったと思う。しかし、
自ら周囲の友達に 1 度のみならず 2 度も声をかけ伝えようとする姿があった。また、普段は姉や知っている友達な
ど安心してかかわることができる友達に声をかけることが多い H が、全体に声をかけたことも大きな一歩である。
思いを伝え、伝わる喜びを感じることができたのではないかと思われる。
Ｄ．次に向けて
思いを伝えれば伝わるという経験は、H にとって嬉しさもあり、ひとつ乗り越えた瞬間だったように思う。この
経験は自信となってくると思われるので、どのような形で活きてくるのかを見ていきたい。また、一人で黙々と遊
ぶことが多かった点を考えると、友達とのかかわりを H 自身が求め始めていることで、遊びの幅の広がりにもつな
がっていくのではないだろうか。H が選択していく姿をまずは受け止めながらも、様子を見てきっかけを与えてい
きたいと思う。
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Name Date
Ａ．現時点までの子どもの姿
領域
特
記
Ｂ．子どもの姿
①
健
康
②
人
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係
③
環
境
④
言
葉
⑤
表
現
【資料】４－１　園児「個別記録」様式のサンプル
子どもの育ちを物語る記録様式の開発に向けた実践的研究－保育者の協働性を紡ぎ出す仕組みづくりの一助として－
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※前ページ「Ｂ．子どもの姿」からの続き
Ｃ．5 領域から見た育ちや学びの姿
Ｄ．考 察
Ｅ．次に向けて（育ちや学びの芽を育むために）
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